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ユーザー管理

ユーザー管理

内蔵 RADIUSサーバーのユーザーアカウントを管理します。内蔵 RADIUSサーバーは、「セキュリティー」

の「モード」で「IEEE802.1x」または「WPAエンタープライズ」が選択されており、「内蔵 RADIUSサー

バーを使う」にチェックが入っているときに参照されます。

ユーザーアカウント

現在登録されているユーザーのリストを表示します。

項目名 説明

編集 ユーザーの情報を編集します。

ユーザー名 ユーザー名を表示します。

リアルネーム ユーザーの説明などを表示します。

ステータス ユーザーの状態を「有効」または「無効」で表示します。

表 1:

ユーザーの状態の変更
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ユーザー管理

状態を変更したいユーザー名の左のチェックボックスにチェックを入れ、「有効」または「無効」ボタンをク

リックします。

ユーザーの追加

ユーザーを新規登録します。Web設定画面からは、最大 100ユーザーまで登録が可能です。

1. 下記の表の情報を入力し、「アカウントの追加」ボタンをクリックします。

2. 追加したユーザーが「ユーザーアカウント」のリストに表示されます。

項目名 説明

ユーザー名 新しいユーザー名を入力します。3～237文字以内の「< > ” ’ &」を除く半

角英数記号で入力してください。大文字・小文字は区別されます。

リアルネーム 実名やユーザーの説明などを入力します。256文字以内の「< > ” ’ &」を除

く半角英数記号で入力してください。大文字・小文字は区別されます。ユー

ザーの追加や編集で、「リアルネーム」を空白にすると「ユーザー名」に入

力した文字列が自動入力されます。

パスワード 新しいパスワードを入力します。4～256文字の「< &」を除く半角英数記

号で入力してください。大文字・小文字は区別されます。

パスワード（再入力） 確認のため、もう一度新しいパスワードを入力します。

表 2:

ユーザーの削除

削除したいユーザー名の左のチェックボックスにチェックを入れ、「削除」ボタンをクリックします。

ユーザーの編集

1. ユーザーアカウントのリストの「編集」リンクをクリックします。

2. 「リアルネーム」「パスワード」「パスワード（再入力）」を入力し、「更新」をクリックします。

ユーザーデータベースのバックアップとリストア

「ユーザーデータベースのバックアップとリストア」をクリックしてください。

詳しくは、「ユーザーデータベースのバックアップとリストア」を参照してください。
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ユーザーデータベースのバックアップとリストア

ユーザーデータベースのバックアップとリストア

内蔵 RADIUSサーバーに登録されているユーザーデータベースのバックアップ、リストアを行います。

ユーザーデータベースのバックアップ

1. 「バックアップ」をクリックします。

2. 「ファイルのダウンロード」ダイアログボックスが現れます。「保存」ボタンをクリックします。

3. 「名前を付けて保存」ダイアログボックスが現れます。保存先を指定し、「保存」ボタンをクリックし

ます。デフォルトのファイル名は「wirelessUsers.ubk」です。（入力欄に直接、フルパスでファイル

名を入力することもできます）

ユーザーデータベースのリストア

1. 「参照」ボタンをクリックします。

2. 「ファイルの選択」ダイアログボックスが現れます。バックアップファイルを選択し、「開く」ボタン

をクリックします。（「参照」ボタンを使用せず、直接入力欄にフルパスでバックアップファイル名を

入力することもできます）

3. 「リストア」ボタンをクリックします。
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